
（別紙３）

～ 2026　年　1　月　15　日

（対象者数） 39 （回答者数） 24

～ 2026　年　1　月　15　日

（対象者数） 3 （回答者数） 3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・3月から放課後等デイサービスを併設した多機能型施設とし

てリニューアル。

・上記に伴い、4月から指導員が１人増えサポート体制を強

化。

2
・参考になる書籍の貸出制度。

・勉強会やペアレントトレーニングなどの実施を検討中。

3

・振替、欠席等の連絡だけでなく、気軽に相談も出来るよう

なツールにしていく。

・放課後等デイサービスの利用時間を長く設定。

→送迎サービスがないため、18時まで利用可能。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・ファミリーサポートさんなどとの繋がりの強化。

・土曜日枠の提案。

2

・都度相談を受けられる体制の整備や関係機関連携などで、

幼稚園等とも連携する事が出来るように引き続きご案内して

いく。

3

・書籍の購入と本棚を設置したことで保護者とも一緒に学べ

る環境を作った。

・療育外の時間を活用してオンライン研修など外部研修に積

極的に参加し自己研鑽に努めていく。

○事業所名 運動発達支援えすぴー

○保護者評価実施期間
2025　年　12　月　20　日

○保護者評価有効回答数

2025　年　12　月　20　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026　年　3　月　15　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

指導員の経験値が浅い。
・入社して日も浅く、他業種からの転職のためまだまだ実力不

足を感じている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

送迎サービスを行っていないため、新規の利用に繋がりにく

い。

・送迎サービスをおこなっていない。

・施設までの送迎が保護者にとって負担となってしまってい

る。

自由度が高いからこそ保護者の方の悩みに繋がる場合がある。
・「自由に過ごせるが、幼稚園などの集団生活でも自由に過ご

してしまうのではないか」などの相談を受ける事がある。

やりたい時にやりたいことができる。

・プログラム活動としていないため自由度が高く身体を動かす

事が出来る。

・子どもと職員が2：1になるように利用枠を1コマの設定して

いる。

・「ダメ！」ではなく「やってみよう」というスタンスでいる

ため、自身の経験から物事の良し悪しに気付くことも出来る。

保護者と職員、保護者同士コミュニケーションがとりやすい。

・見学しても良し、買い物などで外出しても良しとしているた

め、保護者の方も気軽に過ごしてもらえている。

・利用時の様子を成長支援システム(HUG)を利用して記録と

して共有。

振替や利用時間などの融通が利きやすい。

・公式LINEを使用しているため24時間連絡を受け付けること

が出来、即座に対応する事が出来る。

・幼稚園等の長期休暇時は午前中への振替利用を多くいただい

ている。

事業所における自己評価総括表公表


